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１．平成２９年「年賀式」を開催

２．豊田ＰＣＢ処理事業部会について

平成２９年２月

豊田ＰＣＢ廃棄物処理 事業だより(Ｎｏ.１５４）

１月４日（水）に、平成２９年年賀式を開催しました。

式には、中間貯蔵・環境安全事業（株）豊田ＰＣＢ処理事業所及び運転管理会社の豊田環境サー

ビス（株）の社員合わせて１７０名余が出席し、豊田ＰＣＢ処理事業所長及び豊田環境サービス

（株）社長から、新年を迎え心新たに安全操業を継続実施していくよう訓示がありました。

式の最後に、豊田環境サービス（株）運転

部長の号令のもと、社員全員で「ゼロ災で

いこう！」 「よし！」の掛け合いコールを実

施し、平成２９年の無事故無災害を祈念し

ました。

ＪＥＳＣＯでは、処理施設の健全性及び運転・操
業の確実性の確保と、これらの維持向上を図
るため、全ＰＣＢ処理事業所を対象に、各事業
所年１回の内部技術評価を実施しています。

平成２８年度の当事業所に係る評価結果につ
いて、本社から改善すべき点としての指摘事項
がなかったこと、設備の改造や運用の変更に
際しては環境・安全評価委員会での検討を経
て実施されていること等を報告しました。

１月３１日（火）に平成２８年度第２回「ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理事業検討委員会豊田ＰＣ
Ｂ処理事業部会」を開催しました。この部会は、４名の学識経験者で構成され、環境省、愛知県
および豊田市からもオブザーバーとしてご出席いただくものです。
今回の事業部会では、ＰＣＢ処理の進捗状況やPCB処理施設の改修などの保全を進めている
ことを報告し、委員の方々からは、ＰＣＢの処理が計画通り進んでいる、ＰＣＢ処理施設の保全
が中長期保全計画に基づき計画的に実施されているとの評価をいただきました。



３．普通救命講習（心肺蘇生法とＡＥＤの使用）を実施

４．収集運搬認定証交付式および収集運搬作業従事者講習について
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当施設では、万が一に備え３階にＡＥＤ（自動

体外式除細動器）を設置していますが、いざ

というときには迅速かつ適切なＡＥＤ操作と

救命行為が必要となります。そのため、当施

設では社員全員が救命講習を受講していま

す。

今年度は１、２月に４回に分けて豊田市消防

署から講師を招き、普通救命講習を実施しま

す。

講習内容は、①心肺蘇生法（傷病者の反応

確認、１１９番通報、人工呼吸、心臓マッサー

ジ等）②心肺蘇生法を行いながらＡＥＤを使

用する実技訓練等を予定しています。

トランスやコンデンサなどのＰＣＢ廃棄物の収集

運搬を行なうには、安全を確保するためのさまざ

まな条件があります。その条件を満たし、行政お

よび当社の許可を得た収集運搬事業者でなけれ

ば、収集運搬することができません。

さらに、当施設に入門するためには「入門許可者
証」が必要となります。これは当施設で行ってい
る「収集運搬作業従事者講習」の受講修了者に
交付するものであり、収集運搬作業に携われる
方々全員に受講していただいています。

当施設では「収集運搬認定証交付式および収集

運搬作業従事者講習」を５月、９月、１月と年３回

実施しております。

今回、１月２３日（月）に講習を行ない、入門許可

者証の交付を行いました。

ＰＣＢ廃棄物収集運搬に関する入門許可手続き

等の詳細につきましては、総務課までお問い合

わせください。


